
付属資料５ 

「知床国立公園知床半島中央部地区利用の心得」（抜粋） 

［３つの柱］ 
１．自然環境への配慮  

知床国立公園の原生的で静寂な環境が損なわれることのないよう、自然環境や野生生物の

保護に対する意識を高く持ち、利用による影響を軽減し、痕跡を残さないように努めましょ

う。 
 
２．ヒグマに対する注意  

知床国立公園では、常にヒグマに遭遇する可能性があります。また、ヒグマはむやみに襲

いかかってくる動物ではありませんが、知床のヒグマは人間を回避せず大胆に行動する個体

も多く、他の地域とは状況が大きく異なります。ヒグマの生活に影響を及ぼさないこと、不

用意な行動から危険な状態を招かないことが重要です。 
 
３．地域の生活・文化への配慮 

知床にも昔から息づく人々の暮らしがあります。利用者は地域の生活、文化に十分な注  意

を払わなければなりません。さらに、生活や文化に目を向けることで、知床の新たな魅  力に

気づくことができます。 
 
［10 の約束］  
１．野生動物に食べ物を与えない 

自然の生態系を乱すだけでなく、人に近寄るヒグマを創り出したり、キツネの交通事故を

誘発するなど、人と野生動物の双方に不幸な結果をもたらします。 
 
２．道を外れて歩かない  

歩道や木道から外れて歩き回ると道に迷うなど危険なだけでなく、植物が踏み荒らされた

り、土が削られたりします。 
○ ロープや柵が設置されている場所ではそれを越えて立ち入らないこと。 
○ 特に湿原や高山植生等の踏みつけに弱い植生の中に入り込まないこと。 

 
３．動植物をとらない、脅かさない、傷つけない、持ち込まない 

繊細な自然は、小さな行為でも大きな影響を受けます。 
○ 野生動物の撮影や観察等を目的として、営巣地等への接近や枝条（木の枝等）の刈払い等、

野生動物の行動に攪乱を与える行為をしないこと。 
○ 野生動物を脅かしたり、追い立てる等の行為をしないこと。 
○ 大木の樹洞や樹冠に大型の巣があった場合は、鳥類の営巣木の可能性があり、繁殖を妨げ

るおそれがあるので、近づかずに速やかにその場から遠く離れること。 
○ 夜間の動物観察に当たっては、必要以上のライトによる照射等で動物を脅かしたり、追い

立てる等の行為をしないこと。 
○ 外来種を故意に持ち込まないこと。また、外来種が持ち込まれないようにするため、靴等

に付着した種子等の除去に努めること。 
 
４．ゴミは持ち帰る 



景観や野生動物に影響を及ぼし、ヒグマを誘引するおそれもあります。 
○ ゴミは埋めたり、燃やしたりせず全て持ち帰るか、定められた場所で処分すること。  

 
５．ペットを外に連れて歩かない 

ヒグマを刺激してしまうおそれがあります。 
※盲導犬等の同伴については、各施設の管理者等に御相談下さい。 

 
６．遊歩道上での食べ歩きや野外での調理は行わない 

食べこぼしや食べ物のにおいはヒグマやキツネなどを引き寄せる原因になります。 
○ 野営場（キャンプ場）以外の野外での調理（特に匂いの出る焼き肉等）は行わない 

 

７．ヒグマに出会わないようにする 

ヒグマに対する私たちの行動次第で、危険な状況になることがあります。出会わないようにすることが一番

の安全対策です。 

○ 至近距離で不意に出会うと、驚いたヒグマは身を守るために攻撃的になることがあり ます。常に周囲に

注意を払い、特に見通しの悪い所では、声を出しながら歩いたり、鈴を携帯するなど、あらかじめ人が近

づいている事を知らせること。 

○ 夜間や明け方、夕暮れ、濃霧の時など視界が効かない時には、突発的な遭遇が起こり やすいので、なる

べく行動しないようにすること。 

○ サケマスが溯上する川沿いなど、ヒグマの生息密度が特に高い場所や季節的にヒグマ が集中する場所、

立ち入りを控えるよう指示された場所には立ち入らないこと。 

○ エゾシカや漂着した海獣類等の動物の死体があった場合は、ヒグマが餌付いている場 合があり、餌を守

ろうとするヒグマから激しい攻撃を受ける可能性があるので不用意に 近づかず、すみやかに離れること。 

○ 野外で活動する時には、万が一に備えてクマ撃退スプレーを携帯することが望ましい。 

 

８．ヒグマに近づかない、刺激しない 

自分が危険なだけでなく、人の接近に慣れすぎたヒグマはトラブルを起こすようになってしまう場合があり

ます。 

○ 車からヒグマを目撃したときは、決して車を降りないで、速やかに立ち去ること。 

○ 歩行中にヒグマを目撃した場合は、ヒグマを刺激しないように静かにゆっくりと引き 返してください。

大騒ぎして走って逃げると興奮させてしまいます。特に、親子連れのクマにはけっして近づいてはいけま

せん。 

○ 食料やゴミを取られたり、人や食料に対して意図的に近づく個体が確認された場合は 速やかその場から

退避すること（取られたものは取り返さない）。 

○ ヒグマを目撃した際には、他の利用者への危険の軽減のため、環境省自然保護官事務所（ウトロ・羅臼 ）、

羅臼町役場または知床自然センターのいずれかに速やかに連絡すること。 


